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数年前の私は何かにつけて「難しいなあ」というの
が口癖でした。どういうときにでるかというと、新し
い業務にチャレンジするとき、苦手な人との対応を考
えているとき、知識を習得するときや深めるとき、習
慣を変える必要ができたときなどです。とはいって
も、決してやりたくないとか、できないとか、後ろ向
きになっているわけではないのです。「難しいなあ」と
言いながら、その反面「やるぞ！」と気持ちを奮い立
たせていたところもありました。
しかし、周りはそう捉えていなかったようです。
あるとき、プロジェクトで一緒に活動していたメン

バーからこう言われました。
「猪俣さん、『難しい』って何が？」
ああだ、こうだとぶつぶつ言う私に彼女はすぱっと

言いきりました。
「猪俣さん。それは『難しい』んじゃないの。『慣れ
ていないだけ』！」
あっ、そうか。はっとしました。なるほど。そう

か。確かに…。
納得すると同時に、今まで何気に使っていた「難し

いなあ」というコトバは、もしかしたら周囲のメン
バーを嫌な気分にさせていたのかもしれないと反省し
ました。友人のアドバイスを活かすべく「難しい」と
言いそうになるたびに、ぐっと飲み込むようにしたの
ですが、そうして意識してみるとなんとその言葉を
使っていることが多いことか。ただ、面白いことにこ
のコトバを出さなくなってからある変化が現れまし
た。メンバーからの提案が多くなってきたのです。お
かげでチームにバラエティに富むアイディアのストッ
クができました。コトバひとつでも周囲への影響力は
大きいですね。
さて、関西大学の安田雪教授の話で興味深いもの

があります。それは業績が高い人達（上位15％）とそ
れ以外の人達とでは、使っている言葉が違う、という

ことです。業績が高い人がよく使う言葉は、
・率直だ
・スムーズだ
・前向きだ
・有意義だ
・特別だ
・なんとかだ など。
それ以外の人がよく使う言葉は、
・厳しい
・面倒だ
・大変だ
・細かい
・悪い
・同じだ など。

だそうです。つまり業績が高い人は「ポジティブな言
葉が多く、意欲が伝わってくる」が、そうでない人は
「比較的ネガティブな言葉が多い」とのこと。

今年一年は様々な企業に伺いました。共通して感
じることは、ある日突然会社からリーダーの役割を任
され、とまどっている方がとても多いということで
す。ところでリーダーに期待されている役割ってなん
でしょうか？　ビジョンを語りチームの方向を定める
力？　メンバーの能力を伸ばす力？　覚悟をもって状
況を判断、決断する力？　もろもろあるでしょう。
が、企業でリーダーとして機能していくためには、
リーダー自身も何かの分野で一目おかれる必要がある
と私は思っています。そのためにも、まずは自分が日
頃使っているコトバを振り返ってみる、そして前向き
な力をうむコトバを意識して使ってみることをしてみ
ませんか？　それは今からすぐに、しかも簡単にでき
ることです。きっとそこから組織や個人の生産性を高
める力がうみだされるでしょうし、あなた自身が際立
つ分野も自ずと開発されていくことと思います。

～やる気を引き出す源泉を探る～
その47　コトバの影響力
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